
整理 分析 可視北海道の「めざす姿」に対する高規格幹線道路の役割

■鉄道と高規格道路網

高規格幹線道路が地域間を安全
で効率的に結ぶことで
「食」
「観光」
「暮らし」
「産業」

を支え北海道の「めざす姿」と
して地域活性を持続できるよう
になるのでしょうね。

『高規格幹線道路は、北海道の交通インフラを強化し、地域の発展や安全な移動を支える重要な役割を果たしています。具体的には、以下のような役割があります。
・交通の円滑化と安全性向上：高速道路として整備されることで、長距離の移動や物流がスムーズになり、事故のリスクも低減します。
・地域間の連携強化：北海道内の各地域を効率的に結びつけ、経済活動や観光の促進に寄与します。
・災害時の代替ルート確保：自然災害などで通常の道路が使えなくなった場合でも、重要な交通路として機能します。
・持続可能な発展の支援：環境負荷を抑えつつ、効率的な交通ネットワークを構築し、地域の持続可能な発展を促進します。

つまり、北海道の「めざす姿」に向かって、高規格幹線道路は安全で効率的な交通基盤を築き、地域の未来を支える重要な役割を担っているのです。』
とchatGPTが答えてくれたよ。

鉄道も高規格幹線道路も
途切れていて主要な拠点
をカバーしきれていない
ように見えますん？
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ビァード

～memo～
北海道のめざす姿（北海道総合計画）

将来像 現状・課題 方向性

①
地域全体で支える「子育て
環境・最適地」

出生率の低下、未婚率
や初婚年齢の上昇など

子どもを生み育てる環境を整える

②
北国で心豊かに暮らせる安
全・安心社会

超高齢社会、自然災害
リスクの高まりなど

将来にわたる暮らしの安全・安心を確保
する

③
豊かな自然と共生する｢環
境先進モデル･北海道｣

豊かな自然環境、多様
なエネルギー資源など

生物多様性の保全と持続可能な利用を図
る多様なエネルギーの導入を拡大する

④
世界に広がる“憧れのくに”
北海道ブランド

アジアの経済成長、国
内消費の低迷など

海外の経済成長を取り込む

⑤
北海道の潜在力を活かす地
域経済の循環

域際収支の赤字、地域
産業の成長力強化など

資源・ひと・経済の好循環を確立する

⑥
北の大地を力強く切り拓く
豊富な人材

地域産業の担い手不足、
人材の育成など

人材を育成し、技術・技能を開発・継承
する

⑦
北海道ならではの個性あふ
れる地域

過疎化の進行、行政
サービスの確保など

持続可能な地域社会を形成する

瀬尾さん

※ORS：オフレールステーション

※



整理 分析 可視

国鉄が1987年に分割民営化されてから30
年以上が過ぎた現在では、ピーク時の3割が
削減され、大量輸送の手段としては道路を
活用せざるを得ない状況になっているよう
ですね。

～memo～

鉄路の変遷

■鉄道網

瀬尾さん

北海道の鉄道網のピークは1970年代頃で、かつては4,000kmを超える鉄路がありました。
しかし、過疎化や自動車の普及により、鉄道の利用が減少した結果、約1,300kmの路線が廃止されました。
現在、JR北海道と道南いさりび鉄道を合わせると、約2,589.8kmの営業キロ数となっています。
そのうちJR貨物北海道支社が第二種事業者のとして管轄している路線は約1,290kmとなっています。
（AIの回答とJR貨物のホームページより）

国鉄からJRに変わっ
た後も鉄路は減り続け

てますん？
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資料：JR貨物に関する基礎知識

ビァード

線名 区間 営業キロ 第一種鉄道事業者 備考

海峡線 木古内駅 - 中小国駅 87.8km

北海道旅客鉄道

木古内駅 - 新中小国信号場間は北海道新幹線と共用。

新中小国信号場 - 中小国駅間は東日本旅客鉄道津軽線との重複区間。

石勝線 南千歳駅 - 新得駅 132.4km

石北線 新旭川駅 - 北見駅 181.0km

宗谷線 旭川駅 - 名寄駅 76.2km 北旭川駅以北は定期貨物列車なし（名寄駅はORS）。

千歳線 沼ノ端駅 - 白石駅 56.6km

根室線
滝川駅 - 富良野駅 54.6km

新得駅 - 釧路駅 172.1km 釧路貨物駅 - 釧路駅間は事業免許のみ保有。

函館線

五稜郭駅 - 長万部駅 108.9km 別途、七飯駅 - 大沼駅間に下り列車専用の藤代支線あり（営業キロ設定なし）。

苗穂駅 - 旭川駅 134.9km

大沼駅 - 森駅 35.3km 砂原支線

室蘭線 長万部駅 - 岩見沢駅 211.0km

道南いさりび鉄道線 五稜郭駅 - 木古内駅 37.8km道南いさりび鉄道

※ORS：オフレールステーション
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整理 分析 可視高規格道路の変遷

■高規格道路網

北海道の高規格道路網はミッシングリンク
が多く、物流拠点間をカバーするためにも、
もっと整備が進んでほしいですね。

高規格幹線道路の整備状況として『北海道は、国土の約2割を占める広大な地域に都市が散在する、広域分散型社会を形成していま
す。人流・物流ともに約9割が自動車交通に依存している北海道において主要産業である農水産業や観光産業においても、全国への
農水産品出荷や、周辺観光の際に長距離を移動しなければなりません。より迅速に、安全、快適に移動ができるように、早期の高速
交通ネットワーク形成に向けて、重点的・効率的に整備を進めています。』
（北海道開発局ホームページより）

高規格網は途切れてい
て主要拠点をカバーし
きれていないように見

えますん？
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■高規格道路網

■新たな広域道路ネットワークを
構成する路線一覧 （資料：北海道開発局）

路線名 整備率

北海道縦貫自動車道 73.7

北海道横断自動車道根室 61.5

北海道横断自動車道網走 40.4

日高自動車道 51.5

深川・留萌自動車道 100

旭川・紋別自動車道 74.9

帯広・広尾自動車道 70.3

函館・江差自動車道 48.4

旭川⼗勝道路 －

遠軽北見道路 －

渡島半島横断道路 －

帯広空港道路 －

帯広圏連絡道路 －

釧路中標津道路 －

道央圏連絡道路 －

道東縦貫道路 －

函館新外環状道路 －

根室中標津道路 －

松前半島道路 －

整備率：全国高速道路建設協議会調べ（2024）

整備率
北海道：65.7％
（全国：86.9％）

瀬尾さん ビァード

資料：JR貨物、国交省

高速自動車
国道

一般国道
自動車
専用道路

地域高規格
道路
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